
患者さん用

お名前 責任担当医師： 担当看護師：

月日

項目

点滴

内服

処置

検査

活動・安静度

食事

・朝食から通常の食事になります。

清潔

排泄

　　　　　　　　　　　　

ご質問やご不明な点がありましたら、担当医師または看
護師にお伝えください。
予定は、お身体の状態や検査の状況で変更となる場合が
ございます。ご了承下さい。
東邦大学医療センター　大森病院
作成日：平成○年○月○日

・不安なく退院できる。

・止血剤入りの点滴が続きます。
・夕方に抗生剤の点滴があります。

・手術の後に３時間酸素マスクをつけま
す。
・適宜検温をします。
・弾性ストッキングは翌日まで着用して下さ
い。

・点滴は夕方までに終了します。

陰茎より出血が続くようでしたら、看護師にお声か
けください。次回外来まではガーゼ、包帯は継続
して下さい。

・朝食後より内服する抗生物質をお渡しします。

・朝、浣腸を行います。

・手術当日は入浴ができないためシャワー
浴をして下さい。

・洗髪と体拭きができます。

・トイレの所定の場所に尿をためてくださ
い。

・夜０時以降は食事は摂れません。
・朝5時以降は水分は摂れません。

・最初の歩行はふらつく可能性があるので、看護
師が付き添います。
・歩行が出来れば、弾性ストッキングを脱ぐことが
できます。

・手術室まで歩いて行きます。・制限はありません。

達成目標

・歩行が出来る。
・出血がない。
・ガーゼ保護が確立出来る。
・熱がない。

患者さん及び
ご家族への
　説明
栄養指導
服薬指導

・絶飲食です。
・のどが渇くときは、うがいのみ可能です。

・次回の外来まで飲酒を控えてください。
・退院後2～3日は激しい運動はしないで下さい。また、一ヶ月ぐ
らいは、自転車・オートバイに乗らないで下さい。
・高熱等気になる症状が出た場合は、外来を受診してください。
・ガーゼは汚れたら、洗って使用して下さい。
・包帯は手術後3週間は1日中巻いてください。2ヶ月後までは、
睡眠中に巻いてください。
・その他の注意事項は医師が説明します。シャワー浴は退院
後から可能です。

・翌朝までベッド上安静です。

治療・薬剤
(点滴・内服)

・処置
・リハビリ

・昼食、夕食があります。

・麻酔科より指示がある場合は、お薬を朝6
時に少量の水で飲みます。

手術後2日目（退院日）手術当日（手術前）

・手術までの流れが分かる。
･不安な点、疑問点を医療者に確認ができる。

・持参されたお薬は薬剤師・医師または看
護師にお見せください。

・朝に点滴を入れます（朝一番目の手術の
場合は手術室にて点滴を入れます）。

 陰茎形成術を受ける患者さんへ

／

入院当日

・手術室に入室する３０分前までにトイレを
済ませて下さい。

入院3日目

手術前日

・苦痛（尿意やお腹の張りなど）があれば、
遠慮なくお伝えください。

・手術前に弾性ストッキングを着用して下さ
い
・点滴をいれる前に前開きの寝衣に着替え
ベッドでお持ちください。

・病棟看護師が入院生活、病棟設備の説
明をします。
・病棟看護師が問診と手術について説明
します。
・手術承諾書・麻酔承諾書を看護師にお
渡し下さい。
・リストバンドを腕につけます。
・手術前にバスタオルと前開きの寝衣をご
用意下さい。

手術後１日目手術当日（手術後）

・痛みがない。
・排尿がある。
・発熱がない。

退院

／ ／

・手術後の排尿は、寝たままの状態で尿瓶
を使用して行います。手術後3～4時間排
尿がない際は、お声を掛けます。
・寝た状態で排尿出来ない場合は、ベッド
上で座って排尿を行うことができます。
・最初の排尿時は看護師を呼び、ガーゼ、
包帯の巻き方の指導を受けて下さい。

・排便は、歩けるようであれば、トイレに行きます。

・検査はありません

／

入院2日目



　　　　　　　　　　　　


